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達成目標促進と授業実践型相互教授の効果（１）
―課題理解の質に及ぼす影響― 

○町 岳（大田区立東調布第一小学校） 橘 春菜（名古屋大学大学院） 

 中谷素之（名古屋大学大学院） 
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問題と目的 

 学習場面において児童がもつ達成目標は，課題

達成に大きく影響する。先行研究からは，遂行目

標よりも，熟達目標を促すことの重要性が指摘さ

れているが，実際の授業場面，特にグループ学習

という相互作用場面における達成目標の効果につ

いての実証的研究はほとんどない (中谷, 2013)。

本研究では，算数グループ学習に効果をもたらし

た相互教授法 (町・中谷,2014) に，動機づけ促進を

組み込んだ授業実践型相互教授 (Reciprocal 

Teaching in the Classroom; 以下 RTC) を用いて異なる

動機づけによる RTC 介入効果を検討する。 

方   法 

 対象と時期 都内公立小学校６年生Ａ学級40名 

(男子23名,女子17名)，Ｂ学級39名 (男子21名,女子18名) 

の，計79名 (男子44名，女子35名) の児童を対象に，

2015年９月に実施した。Ａ学級を熟達目標促進型

RTC を行う熟達目標群，Ｂ学級を遂行目標促進型

RTC を行う遂行目標群とした。 

 授業デザイン ６年生の算数「拡大図と縮図」

(８時間扱い) の単元で，４回 RTC 介入を行う。グ

ループ学習は，約15分間の集団検討場面で取り入

れ，説明役と質問役の役割を交替することとした。 

 達成目標介入 熟達目標群では，誤答モデルを

示し，「〇〇さんが次に間違えないようにするため

のアドバイスを考えよう」とした。遂行目標群で

は，「早く正確に答を求めよう」とし，早く答を求

めた順に，回答を提出させた。誤答モデルを示し

た熟達目標群の方が，答を導き出すプロセスに焦

点を当てた話し合いが行われるだろう。 

 予備調査 単元開始前に，｢レディネステスト｣

(東京書籍,2011) を実施した結果，t(67)=.54で両群

の習熟度に差はみられなかった。 

 課題達成度テスト 本時の学習課題に対する達

成度を測定するために，学習のまとめの場面で，

学習課題の類題を出題した。類題は，(1)正誤判断

課題 (複数の選択肢から１つの答えを選ぶか，立式によっ

て１つの答えを求める) と，(2)理由づけ課題 (答の求

め方や，その答になる理由を記述する) の２問からなる

構成とした。 

結果と考察 

 正誤判断課題 学習課題達成度を比較するため

に，４回の介入実践ごとに，２ (正解・不正解) ×

２ (群) のフィッシャーの直接確率計算 (両側検

定) を行った。結果は, 順に p=1.0, p=.051, 

p=.239, p=1.0で有意差は認められなかった。 

 理由づけ課題 同じく４回の介入実践ごとに，

３ (ABC３段階評価/Ａが最高) ×２ (群) のフィッシ

ャーの直接確率計算 (両側検定) を行った (Table 

1)。結果は，順に p=.034, p=.006, p=.068, p=.006

で，第１，２，４回で有意差が認められた。 

 ライアン法による多重比較の結果，熟達目標群

の児童の割合は，第１・２回テストでは，Ｂ，Ｃ

に比べてＡが高く (p<.05)，第４回では，Ｃに比べ

てＡが高かった (p<.05)。これらのことから，熟達

目標群では，遂行目標群と比較して，全体的にＡ

評価の出現頻度が高いといえる。 

 考察 正誤判断課題では，課題達成度の差がな

かったことから，熟達・遂行目標を促進する教示

の差はなかったといえる。しかし理由づけ課題で

は，４回中３回で熟達目標群のＡ評価の出現頻度

が高いという結果が得られた。これは遂行目標群

では，早く正解を求めようという教示により，理

解よりも正しい答えを出すことに努力が向けられ

た反面，熟達目標群では，課題の理解を促す教示

により，答えを導き出す過程についての発話が促

進されたためと考えられる。 
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